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今回の介護福祉セミナーは「持続可能な福祉社会
を考える―超高齢化社会におけるケアと世代間交
流―」をテーマとして開催した。
基調講演
「創造的福祉社会―ケア・コミュニティ・世代間
交流―」
広井 良典（千葉大学法経学部総合政策学科教授）
１．はじめに
今日のテーマとしましては，創造的福祉社会と
いうテーマを掲げさせていただておりますが，今
日全体を通して，私のほうが，申し上げたいテー
マは，大体このタイトルに集約されています。こ
れからは創造的福祉社会とでもいえる社会，つま
り，福祉というのが極めて創造的な，クリエイティ
ブな営みであるが，それが，今，閉塞感と言いま
すか，大体世の中を見ますと，今の日本社会で言
いますと，マイナスのニュースで溢れている感じ
があります。そういう中で，どういう新しい価値
といいますか，拠り所を，大きく言えば生きてい
く意味といいますか，それを見出していくことが
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問われている時代だと思います。その中で，福祉
が，非常に創造的な営みであり，その一つの柱と
なるのが，この白梅学園で中心的に進めておられ
ます世代間交流が，創造性という話と結びついて
くるということを考えていければと思っておりま
す。
それでは中身に入っていきたいと思います。流
れといたしましては，最初はちょっととっかかり
のような話といいますか，医療全体を通してケア，
それから，先ほどの草野先生のお話でも触れまし
たけど，ケアが，コミュニティという話につながっ
ていく，そこで，コミュニティというものを考え
ていく。あるいはケアとの関係を含めて，この二
番目の老人と子どものコミュニティですが，世代
間交流というのがさっきも言いましたが，一つ非
常に重要なポジションをしめています。その関連
で，まちづくりとか，都市政策とか，そういうよ
うな所もちょっと触れたいと思います。
このあたりでビデオを見ていただきまして，そ
れから，さらに広く，三番目の所でこれからの日
本社会をどういう社会にしていくべきなのか，政
権交代もあり，どのような社会を作っていくのか，
まだ十分見えていない。それを持続可能な福祉社
会とか定常型社会とか，大きく言えば，単なる経
済成長，G D P が大きくなればいいといった社会
を超えた社会の姿，そういうことを考えられない
かといったあたりを少し見ていきたいなと。最後
にいわゆる創造的社会，そして時間が許せば，ケ
アと死生観としておりますが，今日の世代間交流
を考えるにあたり，死生観，生と死というテーマ
が，凄く重要です。そこに老人と子どもというテー
マは，どうしても繋がっていく。死生観，をどう
とらえるかを，学生や若い世代の方々，それから，
もっと上の世代の方々を超えて，死生観というテー
マが非常に重要になっている。そのあたりを少し
時間を許す範囲で考えいければと。全体の視野を
多少広げるようなお話をいていけたらと思います。
２．ケアとコミュニティ
ここでケアとコミュニティという話を考えてい
きます。それで，ケアとコミュニティでは，これ
は重要だと思いますが，これまでのケアというの
はいうならば，1対 1モデルともいえるような，
1対 1モデルというのは，ケアする人がいて，他
方にケアされる人がいて，1対 1との関係で完結
している。しかし，はたして，それで済むのだろ
うか，ケアとはそういうものなのだろうか，とい
う疑問がわいてきます。むしろコミュニティとの
つながり，ある人が非常に問題を抱えており，ケ
アする人がその人を抱え込むような形になって，
ずっとケアしていくという，それでは本当の意味
での解決には結びつかない。その人が色々なコミュ
ニティの中で自立して，色々な活動をしてやって
いける，そういう方向にしていくことが一番大事
です。
ケアというテーマを色々と考えてきましたが，
コミュニティという所まで広げないと，なかなか
完結しないということを思いました。例えば，こ
れはやや単純な例ですけれども，県別に見た一人
暮らし世帯の高齢者の割合と介護の軽度認定率の
相関というようなことで，要するにこれは，一人
暮らし世帯が多いところほど，いうならば介護に
なりやすい。これは色々な解釈があると思うので，
あまり単純化することはできませんが，要するに
一人暮らしで引きこもりがちになったりすると，
どうしても生活が単調になって，寝たきりがちに
なったり介護になりやすくなったりする。従って
コミュニティというか，人とのつながりというか，
地域とのつながりが非常に重要となる。
皆さんの中には，もしかしたら，こうしたソー
シャルキャピタルという言葉を聞いたことがある
人がいるかもしれませんが，大半の人にとっては，
あまり身近でない言葉で最近言われるようになっ
てきましたが，これは社会関係資本として訳され
まして，要するに人と人とのつながりのあり方，
どのくらい地域とかの中で人とのつながりや交流
があるか，を示す概念であります。最近それが世
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の中の色んな事象と関係しているということが明
らかになってきた。これはアメリカのわりと有名
な研究で，州ごとの健康の度合とソーシャルキャ
ピタル，人と人との関係が密なところと密でない
ところ，健康の度合が非常に関係しているという
ようなことです。すなわち，こういうコミュニティ
的なことがその人の健康にとって大きな影響を及
ぼすかということが明らかになっている。そうい
う社会力学という分野があって，病気とか健康と
かいうのは，心理とか社会，人とのつながりとか
心理，いろんな形で大きいんだということがわかっ
てきて，コミュニティというのが浮かび上がって
きているのです。
こういうテーマが脳では，ホットなトピックに
なり，人とのかかわりが重要なんだということで
す。今まで脳というのは個人を切り離して色々と
分析していましたが，これでは人間という本質は
明らかにならないのではということで，人とのか
かわり，あるいは自然とのかかわりという，こう
いう関わりの中で人は生きていると，ある意味で
は当たり前なんですけど，近代科学が重要である
と考えるようになった。つまりこういうコミュニ
ティというのは，文系理系という二つがクロスし
ていく最先端のテーマであるという風にも言える
のです。日本においてのコミュニティとはどんな
ものかといいますと，戦後の日本社会とは農村か
ら都市へという人口大移動がありました。最初に
は農村共同体という農村型共同体コミュニティだっ
たわけですけど，都市に移ってきた日本人は，圧
倒的に大きな，そしてやや閉鎖的なコミュニティ
のような感じで，会社や家族，いうならばそれぞ
れが頑張って競争する中で経済成長していった。
ところが成長の時代が終わる中で，会社や家族と
いうものがどんどん流動化してくる中で，コミュ
ニティが見えなくなってきている。いわば村社会
の単位が，会社や家族になり，さらには一人一人，
個人が村社会になっているような感じになってき
て，コミュニティというものが失われてきている，
そういう状況にある。
社会的孤立の状況ということで，先進諸国で比
較したもので，世界価値観調査というものなんで
すけど，日本が先進諸国の中で，社会的孤立度が
高い。ここでいう社会的孤立というのは大きく言
えば，家族以外でのつながりがどれくらいあるの
か。日本社会というのは内と外の世界をきっちり
分けるといいますか，身内の中では非常に気を使
うが，他人に対しては概して無関心とかそういう
傾向が生まれがちな社会の中で，家族を超えたも
のをつくっていくということが一つ大きな課題に
なっている。
一人暮らしが多くなり，男性は 20代ぐらいに
集中し女性は高齢期にもう一回山が来るというこ
と，これはもうよく議論されていることで，単独
世帯や一人暮らしの世帯といった社会でどういっ
た形で流れを作っていくかということです。角度
を変えてみると，いやがうえでも，地域コミュニ
ティが重要になってくるというそういう面がある。
例を挙げさせていただきますと，これはある研
究会で取り上げた例で，比較的近くの国分寺のプ
レイセンターピカソです。神社の場所を使った地
域保育のところに世代間交流ということで，神社，
お寺ということを再評価する意味も含めてこういっ
た調査を行ったりしました。ここはたまたまです
が，神社の場所を使って，地域の人々の共同保育
活動，いわゆる公的な場所とは別の共同保育活動
やっています。プレイセンターというのはニュー
ジーランドに起源があるところなんですけど，遊
びを通した活動という，日本プレイセンター協会
理事の方が作って，第一号というのがプレイセン
ターです。地域の高齢者の方も参加して，それが
メインではないですけれど，世代間交流的な意味
合いを含めています。またＮＰＯ鎮守の森。これ
も神社に関連する話ですが，鎮守の森を現代社会
に再生する必要があるんじゃないかと，コミュニ
ティの中心であり，また鎮守の森でありますから，
自然とか生命とかそういったものともつながって
いると。ＮＰＯ鎮守の森を再生するにはというこ
とで，神社や学校を舞台にした演劇活動や，これ
112
はまだ検討中ですが，医療とかターミナルケアな
どと結びつけることができないかと，こちらも女
性の方が，代表ですけども，進めておられる。
まとめますと，ケアということで考えてきまし
たが，ケアというのは，ピラミッド型の絵を描い
てますけれども，まず個人というのがあるわけで，
その底にコミュニティがあって，コミュニティの
底には，決して真空のなかで存在するモノじゃな
くて，自然というのが必ずある。自然の底にはス
ピリチュアティとして触れられますけれども，現
代社会では，ピラミッドの一番上の個人という部
分が，底の部分から切り離されて存在しがちで，
コミュニティや自然とのつながりから失われがち
である。個人とコミュニティや自然をつないでい
くことがケアということの一つの本質なのではな
いか，つないでいく所にケアという重要な意味が
あるのではないかと，そういうことをここでは押
さえていきたいと思います。そういったことを踏
まえた上で，世代間交流という話に移っていきた
いと思います。
３．人間にとっての世代間の繋がりの意味
それで，私がここで大事だと思うのは，世代間
交流というのは確かには大事そうだと。しかし，
なぜ世代間交流が大事なのかと，人間にとって世
代間の繋がりというのがどういう意味をもつのか
という根本的なところを少し考えてみるというこ
とが一つ大事ではないかと思うわけです。これは
他の哺乳類と比べた場合の人間の特徴を示してい
るものでして，横軸が性成熟年齢，つまり性とし
て成熟する年齢，人間でいう思春期ですね。子ど
もが産める年齢。縦軸が最大寿命となっていまし
て，これは大体，平均寿命ということですね。人
という生き物を他の哺乳類と比べると，性成熟年
齢に対して最大寿命が長いという特徴と，他の哺
乳類は全て一直線で並んでいるが，人間だけが，
特異な場所に立っている。これはどういうことを
示しているかと言いますと，生物の一生は三つに
分かれているといわれている。最初が成長期，生
殖期，三番目が後生殖期。人間というのは，まさ
に後生殖期が長いというところに人間という特徴
が見えます。ものすごく分かりやすい単純な鮭と
かだと，産卵のために身をボロボロにして，産卵
が終わるとその個体はまさに朽ちるように死んで
いく。生殖期を終えるとそのあとの寿命は非常に
短い。しかし人間という生き物のみは生殖を終え
た後生殖期というのが長い。後生殖期というのは
言うまでもなく高齢期ということでして，高齢期
が長い間ことに人間の本質といいますか，非常に
大きな特徴がある。例えて言うと神様が人間だけ
に与えた特別な時期が，高齢期という時期で，人
間を楽しめるといいますか，そういう時期である
と言えるかと思います。
ところがですね，そこで湧いてくる疑問は，な
ぜ人間は高齢期が長いのだろうか，後生殖期が長
いのかという，そういう疑問があると思います。
これについてはいろいろと考えている内に，私が
到達したことが，次のことです。人間の三世代モ
デルという，要するにこれは人間は三世代構造を
もつことに本質があると。子ども，大人，老人と
いう三世代構造をもつことに意味があると。先ほ
ど老人の時期が長いと言いましたが，子どもの時
期が長いのも人間の特徴であると。人間というの
は，とてもか弱い，親の庇護なしでは生きられな
い，とても脆弱な，フラジイルという状態で生ま
れてくるのが人間である。子どもの時期が長くて，
ゆっくりゆっくり，長い時間をかけて，大人になっ
ていくという，そこにこそ人間の特徴があると。
なので，三世代交流というところに人間の特徴が
あるわけなんです。ここに示しているように漢字
一字で表すことができるんじゃないか。大人の役
割というのは労働の働，生産の産，という風にし
ていますけど，働とか生産の産。子どもと老人と
いうのは遊ぶ，遊ですね，広い意味での遊ぶで，
生産活動からちょっと距離を置いて，ゆとりとい
いますか，遊び。
昔ホイジンガーという歴史家が，文化は遊びに
始まるというような名言を残したわけですが，ま
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さに遊びを創るから子どもが生まれると。子ども
の場合は，＜遊＋学ぶ＞ですね。＜遊＋学ぶ＞と
いうのも，受験勉強を考えると，遊ぶと学ぶが正
反対のことと思われますけども，そうではなくて，
子どもを見てるとわかるように，遊びを通じて学
ぶといろんなものに興味を示して，そういう中で
学ぶでいくということです。高齢者は現役からリ
タイアして＜遊＋教える＞子どもに教えるという
役割を持っているのが，高齢者。遊という部分で
は共通しながらも，教えると学ぶで対の関係にあ
るのが高齢者と子どもの関係ではないかと，そう
いうことであります。考えてみれば，昔はいろん
なことをお年寄り，高齢者が子どもに生活の知恵
とか，昔話とか生活のちょっとした機能ですとか
教えていたんですね。子どもに教えるという役割
を果たしていること。さっきからの話の続きで，
一見，直接の生産性から離れている，一件生物学
的には無駄とも思えるような時期が長い所に，老
人と子どもの時期が長い所に，人間の創造性の源
があるのではないかということを，一つ考えてい
たいと思うわけです。
特に現代人は直線的な時間のなかで，あくせく
とといいますか，お互いに時間に追われて生きて
いるけれども，時間はそれだけだろうか，直線的
な時間だけが唯一の時間だろうか。そういう直線
的な時間の底に，直線では表せないような，あえ
て言うなら，円環的な，ゆっくりと流れる時間が
存在しています。それで老人と子どもの時間は，
そういったものと重なってくる。子どもの時間は
直線的な時間というよりは，多くの隙間で溢れて
いるような時間であり，時間という点で，老人の
時間と子どもの時間というのは直線的な時間の底
にある円環的な，ゆっくりと流れる時間というか，
そういうのと重なってくる。そういうところから
も，老人と子どもに限らず，元々底に持っている
時間の感覚，そういったものに触れる，忘れがち
な時間に触れる，そういう意味を持っているので
はないだろうかと思います。
私が最初に始めたのは，「老人と子どもの統合
ケア」という調査です。要するに，老人だけが，
あるいは子どもだけが，老人福祉，子ども福祉と
いう風な形で切り離されて行われるのは，それは
それで重要なことなんですけど，何かプラスアル
ファが必要なんではないか。さっきから言ってる
ようなケアする者，ケアされる者というものを超
えた関係ということでも，老人と子ども統合ケア
というのが重要ではないか。ある場所の中の話だ
けではなく，まちづくり，地域の在り方を考えて
も，世代間のバランスとか繋がり，バトンタッチ
というのが重要なんではないだろうか。よく最近
有名になってきている例としては，高島平団地で
で，高齢化率が非常に高くなってきている。今日
本全体というのが限界集落という６５歳以上の方
の割合が半分以上の場所が８千個ぐらいあり，限
界集落と言われていると，どう対応していくかと。
都会でも都会型限界集落ということで，団地とか
そういったものが非常に高齢化率が高い。新宿の
戸山団地というものが，高齢化率が５割を超えて
いる。
つまり高度成長期のまちづくりというのは，世
代間の交流というのことは全然考えないで，さっ
き言いましたように，だいたい核家族を中心にま
ちをつくってきた。２世代だけで完結すると思っ
てまちをつくってきた。日本社会の，日本の町全
体がそういうなっていると。それでやってきたた
めに，バランスが崩れてきているわけで，地域ご
との世代間交流というかバランスというのが今ま
での高度成長期にはなかったような視点で町の在
り方，地域の在り方を考えていく必要がある，そ
ういった話にも繋がってくる。
創造性という，要するに，所謂，受験勉強的な
答えがあるのを出来るだけスピーディーに解くと
か，そういう意味での学力ではなくて，考える力，
答えの無い問題を考え作っていく，答えのない問
題を自ら答えを作っていく，創造していく，そう
いう力が求められている。それが，これからの社
会，この後お話します定常型社会でなによりも重
要になってきている。そこで福祉というのが重なっ
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てくる。
さっきのビデオでもありましたように，「人へ
の投資」，要するにこれからの時代は人が勝負で
ある，人への投資が重要になってくる。なぜそう
なのかというのは，時間の許す限り考えていきた
いと思っております。福祉とか教育というのは，
まさに人が全てというか，人にかかっているとい
うように，ちょっと後で，触れますが，生産性と
いう概念を根本から変えていく必要があると。こ
れまでは福祉とか教育というのは，人ばっか使っ
て生産性が低いといわれていましたけれど，それ
は従来の生産性の概念から来ているもので，これ
からの時代は，むしろ人が全て，労働集約的とい
うかそういう分野が最も経済から見ても重要な点
であると，そういう点も示されているということ
です。
４．福祉に場所や空間の視点を取り入れる
先ほど高島平団地の話をしました。地域が持続
するにはどうしたらいいのか。それはコミュニティ
とかケアというのは，これからは，まちづくりや
都市政策と関わりが非常に重要になってくると。
福祉の中に，場所とか空間の視点を取り入れてい
く必要があると，ケアには。一番素朴な例でいい
ますと，私はヨーロッパが成熟社会という意味で
最も相対的に見て望ましい社会の在り方を実現し
ていると思いますけども，ヨーロッパなんかだと
高齢者が普通にカフェや市場だとかでゆっくり談
笑したりしている。日本やアメリカのまちはどち
らかというと，生産者中心というか，あるいは自
動車中心。しかし，考えてみると，高齢者がゆっ
たり過ごせるような場所や空間が町にあることは，
ある意味で，医療施設や福祉施設を造ること以上
に重要な意味を持っていると。まちづくりと福祉
政策をつなげて考えていくことが重要ではないか
と。それがコミュニティ感覚と言いますか，都市
空間の在り方，まちの在り方と今日はずっといろ
いろ話しているコミュニティについての感覚とが
非常に関係しているのではないか。
言葉としていえば，持続可能な福祉都市ともい
えるような，福祉と都市と環境ですね，これを融
合したようなまちの在り方。これは作っていくと
いうのが，たぶんこれから２～30年か，2050年か
にかけての日本社会の最大の課題のテーマになっ
てくると思います。
日本は，社会保障を国際比較してみますと，特
徴としてアメリカと並んで低い，社会保障の規模
が小さい。要は，ヨーロッパでいえば，スウェー
デンとかが北欧でよく言われますが，スウェーデ
ンだけが突出してるわけではなくて，スウェーデ
ン，フランス，ドイツ，イギリスはアングロサク
ソンということで，ヨーロッパとアメリカ・日本
の中間ぐらいですけど，日本が社会保障が低くて
済んだのは，やはり今日，最初の方でいいました，
会社と家族が今までガッチリ支えてきたから，低
い社会保障でもやってこれた訳ですけども，それ
が今，非常に崩れてきているわけです。残念なが
ら貧困率とか格差というのも今上昇しているよう
な状況です。だから社会保障の在り方ということ
と併せて考えていく必要がある。
もう一点，今日の話とつながるようなことでちょっ
と触れさせていただければと思うのが，人生前半
の社会保障です。これからは，人生前半の社会保
障と呼ばれるところが非常に重要です。残念なが
ら日本は人生前半の社会保障が，さっきの社会保
障全体以上に，非常に低い。また，人生全体の社
会保障ということになると，さっきフィンランド
のビデオを見ていただきましたが，教育というの
がある意味での最大の人生前半の社会保障であり，
教育が平等に受けられるようにすることが，共通
のスタートラインといいますか，その後の生活保
障において大きな影響を与えます。ところが残念
ながら日本は，先進諸国の中で，このグラフにも
ありますように，公的教育費が最も低い状況になっ
ている。この辺りは，これから強化していく必要
があると思っています。
そういうようなことを含めまして，フィンラン
ドの考え方が非常に面白いと思いますのは，ここ
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に示されていますように，こういう考え方なんで
すね。「全ての市民に対する社会保障，無料の学
校教育等によってもたらされる市民の幸せと社会
の安定化は特許のないイノベーションである」と
いう。
５．定常型社会という視点
これからの社会というのは，経済成長を，限り
ない経済成長を目指すという時代ではなくて，む
しろ G D P が一定であっても，十分な豊かさが
実現されていくような社会，そういうような社会
を実現していく。人口そのものも 2005年から，
人口減少社会になってますので，経済成長を全体
的な目標にしなくても十分な豊かさが実現してい
く社会，環境ということも考えて定常型社会とい
う視点が必要となります。
日本というのはある意味で，人口減少社会に入
り，少子高齢化社会の先頭を走っている国でもあ
り，こういう社会のあり方を率先して示す，それ
が日本の役割と言えるのではないかと思います。
６．まとめ
「創造的福祉社会」というものを考えて，その
中で世代間交流というものを位置づけていけるの
ではないかということです。G A H ということば
がありますけれども，G A H というのは，東京都
の荒川区が数年前から区政の目標で掲げている言
葉で，「グロス荒川ハピネス」といって，荒川区
の幸福の総量を増やすということです。これはで
すね，G NH 「グロスナショナルハピネス」とい
うブータンが掲げている目標で，G NP じゃなく
て G NH，「グロスナショナルハピネス」。G D P
が増えることよりもハピネスが増えることが重要
ではないかということで掲げている。ブータンの
G NH の話はかなり有名になってることでして，
それの地域版というか，荒川区で G A H という
のを掲げている。
そして最近はいろんなところで話題になってい
るのが，今お話しているような経済成長と幸福と
いうのがどういうふうな関係にあるのか，これは
いろんな研究で示されてきているようになってき
ている。G D P が低い段階では，経済成長すれば
幸福度が増すと。しかし，ある段階を超えると，
G D P と幸福との関係がもうほとんど見えなくなっ
ている。何が重要かというと，コミュニティの在
り方，人と人のと繋がり，平等度とか自然環境と
のかかわり，そういったものが重要になっている。
福祉というのは，まさに最後尾の広い意味はです
ね。逆に幸福に相当する英語が「ハピネス」，あ
るいは「ウェルビーイング」という言葉が使われ
るようになっていますが，「ウェルビーイング」
というのは訳せば，まさに福祉ということになる。
そういう意味ではこれまでに比べて福祉という
言葉の意味が物凄く大きく広がりを持つようになっ
ているのが現代である。福祉を考えるというのは，
まさに，幸福な社会，幸福な地域社会というのは
どういうことか，この大きな広がりを持つように
なっているそういった視点で社会の構想を考えて
いくということが重要になってくると思います。
そういう中で，創造的福祉社会ということです。
環境や福祉や経済ということ全体を視野にいれ
た創造的福祉社会ということも考えていくべきで
はないかと，前半にお話したような，ケア，コミュ
ニティ，あるいは世代間交流ということが一つ中
心的な柱になっていくのではないかということで
す。
講演に続いて 3人のシンポジストから，それぞ
れの事例報告がおこなわれた。
「白梅学園大学での世代間交流広場」
金田 利子（白梅学園大学子ども学部子ども学科
特任教授）
白梅学園大学のゼミで「世代間交流広場」とい
う文部科学省の G P を起こし，子どもの世話を
学生と高齢者が共に行ったり，子ども・学生・高
齢者の三者で遊んだりすることや「着物（浴衣）
を着てみよう」というような企画をして，子ども，
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高齢者，学生の三者が楽しめるような世代間交流
を実施している。そういったことから，縦，横，
斜めという風な繋がりの重要性を示した。さらに
大学として取り組むことの意義として，理論循環
の要であること，学生の育ちへの援助，研究者の
新たな発想を醸成する契機になるなどがある。ま
たケアは発達保障である。そのことから今後の発
展として，相互ケア・相互発達保障の方向，時代・
世代・個人の結合によって，人類の継続的な発展
がなされるのではないかと考える。
「児童館と老人福祉センターでの世代間交流」
黒澤 祐介（白梅学園大学 教育・福祉研究セン
ター嘱託研究員・千葉大学大学院博士課程）
京都市の社会福祉協議会が老人福祉センターと
児童館それぞれを運営しており，４つの合築施設
があり，その中で，パートナーズシップを結んで，
世代間交流をやってきている。そして，京都市上
京区の世代間交流としては，北野天満宮地域の高
齢者・児童館の子どもおよびその保護者が一緒に，
七夕の奉納をしに行くことや，卓球・将棋・囲碁
などをしたり，高齢者と共に蚕を育てて「お蚕さ
ん」という糸紡ぎをしたり，多世代交流「わわわ
祭り」という祭りをして，高齢者の方々に店を出
してもらったりすることなどをしている。このよ
うなことは，地域にある様々な組織との連携をと
れるように挨拶回りをしたり，回覧板を回したり
するような地道なことをしていくことで，協力し
てもらえるようになっていった。そういった中で，
京都市上京区の児童館と老人福祉センターでの世
代間交流から，子ども，高齢者施設間でより良い
連携をおこなうために大切なことは，子ども関係，
高齢者関係，互いの従来事業の理解（相互研修等），
企画の実施だけで終わらせないために，話し合い
の時間の確保と共に，その中で異質な考えの受容，
目的・ねらいの確認（評価シート）などが挙げら
れるのではないか。さらに地域と関わる意味とし
ては，地域と関わることへのモチベーションの向
上や施設外で起こっている地域の情報を得る機会
を得ること，施設内事業に対する地域の理解が進
むことなどがあると思われる。
「白十字ホームでの世代間交流」
柿沼由希美（社会福祉法人白十字ホーム相談員）
白十字ホームにおける世代間交流で特に意識し
ていることは，隔たりの無い「人と人との触れ合
い」で，必ずお互いに得るもの（学生は，命の尊
さ，思いやりの心 高齢者は，元気，楽しみ，誇
り，希望）があると思われる。例えば，交流を持
つために，小学校との交流として，2年間にわた
り，小学生の子ども 4～5人のグループを作り，
高齢者 2人程と，交流をしていく。そうした 2年
間の内には，ペアーとなっている高齢者の方が亡
くなるということも起きてくるが，そういうこと
を通じて，心の学びが見られる。交流では，一緒
に散歩をしたり，あやとりをしたり，学習発表会
に参加してもらったり，卒業式に参列してもらっ
たりなどしている。卒業した後も，継続してボラ
ンティアにくる子どもや卒業生もいる。また，高
齢者が中心となって，地域のボランティアや学生
と共に，演劇を「市民文化祭」というところで発
表している。この発表で，高齢者が頑張っている
中で，子どもと高齢者だけではなく，ボランティ
アの人たちも共に，各世代の交流ができているの
ではないかと思われる。今後の課題として，ホー
ムでの活動を通して，日常生活の中で活かせる活
動の提案やその活動を行事としてしまわないこと，
さらに子どもと高齢者を繋げることのできる大人
や教師，職員などのボランティアの育成などがあ
ると思われる。
（草野篤子）
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